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論 文 題 目 

R-R' interval in the left bundle branch block predicts long-term outcomes                           

after cardiac resynchronization therapy                                                           

by estimating greater mechanical dyssynchrony and viable myocardium                            

（左脚ブロックにおける R-R'間隔は                                  

機械的同期不全と心筋バイアビリティ、心臓再同期療法後の長期予後を予測する）                                         

 

 

 

 

要     旨 

緒言: 典型的な左脚ブロックは R 波に 2 つのピークを有し、それぞれ電気的興奮が心室中隔（R）と側

壁（R’）に到達したことを反映している。本研究の目的は心臓再同期療法（Cardiac Resynchronization 

Therapy, 以下 CRT）を受けた患者における、R-R’間隔、機械的心室間同期不全、生存心筋範囲、CRT

後の長期予後の関連について検討することである。                      

研究対象および方法: 当院で CRT を受けた左脚ブロック患者 49 名（男性 34 名、平均年齢 69±11 歳）

を対象とした。左脚ブロックの定義は V1, V2, V5, V6, I, aVL 誘導の QRS 波にノッチを認めることであ

る。ベースラインの評価項目は標準十二誘導心電図における QRS 幅、R-R’ 間隔、心臓超音波検査にお

ける視覚的心室間非同期とスペックルトラッキング法による opposing-wall delay、タリウム-201 

SPECT による生存心筋範囲である。主要評価項目は総死亡と心不全入院である。                       
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結果: RR’ 間隔は、QRS 幅よりもより良く CRT 反応性を予測する（area under the curve 0.73 vs 0.67）。 

long RR’ グループ（RR’ 間隔≧48ms）は short RR’ グループ（RR’ 間隔<48ms）より頻繁な視覚的心

室間非同期を認め、有意に大きな厚み方向非同期、円周方向非同期、そして%生存心筋セグメントを認

めた。多変量回帰分析においては RR’ 間隔≧48ms のみが CRT 後の高い無イベント生存率と独立して

関連があった（ハザード比 0.21; P=0.014）。                                             

結論: 完全左脚ブロックにおける RR’ 間隔が機械的心室間同期不全、生存心筋範囲、CRT 後の長期予

後と関連があることが示唆された。                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              


